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羽
地
朝
秀
（
向
象
賢
、
一
六
一
七
’
七
五
年
）
の
摂
政
期
（
一
六
六
六
’
七
三
年
）
の
布
達
文
書
を
あ
つ
め
た
『
羽
地
仕
置
』
は
、

価
値
の
高
い
史
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
成
立
年
代
や
編
集
の
経
緯
を
知
る
手
が
か
り
が
残
っ
て
い
な
い
た
め

に
、
文
献
学
的
に
は
疑
問
の
点
が
多
々
含
ま
れ
る
文
書
で
あ
る
。
写
本
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
京
大
甲
本
（
『
沖
縄
県
史
料
』
前

近
代
１
．
一
九
八
一
年
、
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
ｎ
．
一
九
八
九
年
の
両
誓
に
所
収
）
を
見
る
と
、
断
簡
を
除
く
収
録
文
書
の
朱
２

件
数
は
一
一
七
で
あ
る
。
だ
が
、
収
録
さ
れ
た
文
書
の
な
か
に
は
干
支
の
表
記
に
よ
り
年
代
推
定
が
可
能
な
も
の
も
あ
る
が
、
年
代
を
特
司

定
で
き
る
手
が
か
り
さ
え
含
ま
な
い
文
書
も
あ
る
。
そ
れ
に
、
羽
地
の
摂
政
期
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
布
達
さ
れ
た
文
書
も
あ
れ
ば
、
何

の
た
め
に
何
時
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
羽
地
の
単
な
る
メ
モ
ワ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
も
の
な
の
か
、
判
断
が
困
難
な
文
書
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
含
む
も
の
の
、
『
羽
地
仕
置
』
を
ど
う
読
む
か
、
こ
の
課
題
を
琉
球
史
研
究
者
は
常
に
背
負
っ
て
い
る
。

羽
地
の
段
階
は
、
古
琉
球
的
社
会
が
変
容
し
近
世
的
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
種
の
帳
換
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
の
事
情
を

『
羽
地
仕
置
』
は
い
か
な
る
か
た
ち
で
反
映
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
私
は
関
心
を
懐
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
琉
球
的
な
る
も
の

の
崩
壊
・
変
容
を
『
羽
地
仕
置
』
の
な
か
か
ら
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら
古
琉
球
像
を
逆
照
射
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
け
っ
し
て
雄
弁
で
は
な
い
『
羽
地
仕
置
』
か
ら
古
琉
球
の
残
影
を
見
つ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
自
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
本
稿
に
お
い
て
二
、
三
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
私
な
り
の
覚
書
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
に 『
羽
地
仕
置
』
に
関
す
る
若
干
の
断
章

高
良
倉
吉



こ
の
記
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
文
書
（
掲
戚
順
に
数
え
て
一
一
三
文
書
と
仮
称
す
る
。
以
下
同
じ
）
は
丑
（
延
宝
元
年
Ⅱ
一
六
七
一
一
一
）

三
月
十
日
付
け
で
、
「
羽
地
按
司
」
の
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
充
て
先
不
記
）
、
「
当
春
、
久
高
島
・
知
念
へ
祭
礼
の
年
に
付
、

国
司
参
ら
る
答
に
て
侯
ゆ
え
、
愚
意
・
了
簡
の
と
こ
ろ
申
し
入
れ
に
及
び
候
」
と
の
表
題
が
付
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
書
全
体
の
趣

旨
と
し
て
、
今
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
司
Ⅱ
国
王
出
席
の
久
高
島
・
知
念
で
の
祭
礼
に
対
す
る
羽
地
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
、
と
い

う
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
月
十
日
付
け
で
あ
る
か
ら
、
祭
礼
挙
行
の
直
前
の
時
点
で
提
出
さ
れ
た
意
見
書
で
あ
る
。

一
一
三
文
書
は
五
条
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
第
一
条
で
は
、
久
高
島
は
港
湾
施
設
が
不
備
で
あ
り
、
旧
暦
一
一
月
の
頃
に
は
「
あ
が

り
風
」
が
吹
き
危
険
で
あ
っ
て
、
そ
の
島
の
祭
礼
に
国
王
が
み
ず
か
ら
出
席
す
る
こ
と
は
「
大
事
な
る
御
身
」
（
国
王
の
身
）
が
案
じ

ら
れ
て
し
か
た
が
な
い
、
と
の
羽
地
の
懸
念
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
条
は
、
久
高
島
で
行
わ
れ
る
祭
礼
の
趣
旨
は
「
聖
賢
の
規
式
」

す
で
に
拙
稿
「
向
象
賢
の
論
理
」
〈
『
新
・
琉
球
史
』
近
世
編
上
、
一
九
八
九
年
）
で
も
指
摘
し
た
が
、
『
羽
地
仕
置
』
の
な
か
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
日
琉
同
祖
論
」
の
言
説
に
関
す
る
従
来
の
議
論
は
非
歴
史
的
で
あ
る
。
問
題
の
記
述
は
「
繭
か
に
惟
う

は
、
こ
の
国
の
人
生
、
初
め
は
日
本
よ
り
渡
り
た
る
儀
、
疑
い
御
座
な
く
候
。
し
か
れ
ば
、
末
世
の
今
に
、
天
地
・
山
川
・
五
形
・
五

倫
・
鳥
獣
。
草
木
の
名
に
至
る
ま
で
、
皆
通
達
せ
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
言
葉
の
あ
ま
た
相
違
は
、
遠
国
の
う
え
、
久
し
く
通
融

絶
え
た
る
ゆ
え
な
り
。
五
穀
も
人
と
同
時
、
日
本
よ
り
渡
り
た
る
物
な
れ
ば
云
己
と
い
う
部
分
で
あ
る
〈
読
み
下
し
で
引
用
。
以
下

同
じ
）
。

な
お
、
本
稿
で
は
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
、
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
た
。

「
日
琉
同
祖
論
」
の
解
釈
に
つ
い
て
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第
三
条
は
、
隔
年
に
二
つ
の
祭
礼
が
行
わ
れ
る
の
で
、
国
王
は
け
つ
き
よ
く
毎
年
久
高
島
に
出
向
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
た
め
に

東
四
間
切
（
島
尻
東
部
）
の
百
姓
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
島
尻
八
間
切
や
浦
添
・
中
城
・
北
谷
・
越
来
・
美
里
・
勝
連
・
具
志
川
・
読
谷

山
八
間
切
の
百
姓
の
疲
弊
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
、
く
わ
え
て
「
御
物
」
（
国
庫
）
の
負
担
も
過
分
な
の
も
と
な
る
と
指
摘
し
た
う
え

で
、
国
王
に
対
し
次
の
よ
う
に
注
文
を
つ
け
る
。
君
子
た
る
者
は
「
節
用
愛
人
」
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
「
主
君
」
は
「
民
の
疲
れ
」

（
民
衆
の
経
済
負
担
）
を
第
一
義
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
久
高
島
の
祭
礼
を
「
旧
例
」
と
称
し
て
何
ら
疑
問
視
し
な
い
態
度
は

「
仁
政
」
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
だ
。
知
念
・
久
高
の
祭
礼
は
琉
球
開
關
の
当
初
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
近
比
の
人
作
に

て
候
。
か
よ
う
な
る
儀
、
わ
け
て
了
簡
致
さ
る
儀
、
め
で
た
き
と
存
じ
候
こ
と
」
と
強
調
し
て
い
ろ
。
つ
ま
り
、
国
家
的
儀
礼
を
支
え

る
と
こ
ろ
の
神
話
の
言
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
そ
の
物
語
性
を
批
判
す
る
姿
勢
の
必
要
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
条
で
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
の
祭
礼
を
尊
重
す
べ
き
「
旧
規
」
と
思
い
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
王
一
代
に
一
度
出
席
す
る

か
、
さ
も
な
く
ぱ
名
代
を
立
て
れ
ば
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
知
念
・
久
高
の
神
を
首
里
城
近
く
に
勧
請
し
て
「
崇
敬
」

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
い
、
こ
の
方
式
は
奇
異
な
も
の
で
は
な
く
、
「
大
国
」
（
中
国
・
日
本
）
か
ら
「
諸
仏
」
を
琉
球
に
導

入
し
「
尊
敬
」
し
て
い
る
方
式
と
同
じ
だ
、
と
説
い
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
議
論
に
続
い
て
先
に
紹
介
し
た
「
日
琉
同
祖

論
」
の
記
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
引
用
し
た
「
日
琉
同
祖
論
」
の
文
章
の
末
尾
は
「
右
、
祭
礼
、
何
方

に
て
仕
ら
れ
候
て
も
同
じ
事
と
ぞ
ん
じ
候
こ
と
」
、
と
い
う
表
現
で
結
ば
れ
て
い
る
。

第
五
条
は
、
知
念
城
の
な
か
の
狭
い
場
所
に
苫
が
け
の
小
屋
を
設
営
し
て
神
女
が
四
、
五
日
も
山
篭
も
り
す
る
習
俗
を
取
り
上
げ
、

（
中
国
古
典
が
伝
え
る
聖
者
・
賢
者
の
教
え
を
ふ
ま
え
た
儀
礼
）
な
ど
で
は
な
く
、
「
大
国
」
（
中
国
・
日
本
）
の
人
が
も
し
こ
れ
を

聞
い
た
な
ら
ば
、
琉
球
で
は
国
王
が
「
女
性
・
巫
女
」
の
行
う
集
会
に
出
席
す
る
の
か
と
潮
笑
・
愚
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、

と
の
危
倶
を
表
明
し
て
い
る
。

第
三
条
は
、
隔
年
に
一
一
つ
（
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と
い
う
こ
と
は
、
問
題
の
「
日
琉
同
祖
論
」
の
記
述
は
二
三
文
醤
全
体
の
文
脈
に
即
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
波
普
猷
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
た
ち
あ
る
い
は
今
日
の
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
無
視
し
、
「
日
琉

同
祖
論
」
の
言
説
部
分
の
み
を
切
り
取
っ
て
解
釈
を
弄
ぶ
状
況
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
日
琉
同
祖
論
」
が
属
す
る
歴
史
の

具
体
相
は
軽
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
私
は
非
歴
史
的
な
議
論
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
三
文
書
を
貫
く
論
理
は
、
知
念
・
久
高
に
お
け
る
国
家
祭
祀
へ
の
批
判
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
あ
る
い
は
刷
新
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
意
見
醤
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
問
題
が
、
国
王
や
神
女
の
身
の
安
全
を
気
逝
う
と
い
う
方
便
で
あ
り
、
人
民
負
担
の
軽
減
と

い
う
正
当
な
理
由
で
あ
り
、
理
に
適
わ
な
い
迷
妄
性
を
批
判
す
る
態
度
で
あ
り
、
国
家
の
体
面
を
掲
げ
る
論
理
な
の
で
あ
っ
た
。
理
に

適
わ
な
い
迷
妄
性
の
批
判
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
羽
地
の
認
識
が
、
第
三
条
に
出
て
く
る
開
關
神
話
へ
の
批
判
・
疑
問
で
あ
り
、

こ
の
習
俗
は
危
険
こ
の
う
え
な
く
、
万
が
一
火
事
が
発
生
す
れ
ば
「
女
性
ど
も
は
遁
れ
る
べ
き
方
、
御
座
な
く
、
念
過
に
存
じ
険
こ
と
」

と
述
べ
て
い
る
。
迷
妄
な
伝
統
習
俗
の
廃
止
を
直
接
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
祭
礼
の
場
の
安
全
管
理
の
不
備
を
指
摘
し
て
、
結
果
と
し

て
廃
止
を
画
策
す
る
羽
地
特
有
の
論
理
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
五
カ
条
に
わ
た
る
意
見
を
述
べ
た
う
え
で
、
二
三
文
書
の
末
尾
に
、
「
右
、
よ
く
よ
く
思
慮
廻
し
侯
と
こ
ろ
、
一
つ
と
し
て

理
に
当
り
た
る
こ
と
御
座
な
く
候
。
強
い
て
留
め
た
く
存
じ
候
え
ど
も
、
樟
り
多
く
御
座
侯
あ
い
だ
、
叡
慮
し
だ
い
と
存
じ
候
。
よ
っ

て
愚
才
を
顧
み
ず
、
短
慮
こ
の
ご
と
く
候
、
以
上
」
と
あ
る
。
知
念
・
久
高
の
祭
礼
に
は
理
に
適
う
点
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
強
引
に
そ

の
廃
止
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
た
り
障
り
も
多
い
の
で
、
国
王
や
為
政
者
た
ち
の
「
叡
慮
」
に
任
せ
た
い
、
そ
の
こ
と

を
考
慮
し
た
問
題
提
起
だ
、
と
羽
地
は
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
二
三
文
書
は
、
摂
政
と
し
て
の
羽
地
朝
秀
に
よ
る
伝
統
祭
祀
と
そ
れ

を
支
え
る
観
念
に
対
す
る
厳
し
い
認
識
を
披
瀝
し
、
こ
れ
ら
不
合
理
な
習
俗
を
廃
止
も
し
く
は
刷
新
す
る
こ
と
を
求
め
た
意
見
書
な
の

で
あ
る
。
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『
羽
地
仕
置
』
の
記
述
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
所
に
当
時
の
職
制
・
位
階
制
に
関
す
る
断
片
的
な
情
報
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
愉
報
を
体
系
的
に
盤
理
す
る
こ
と
は
現
在
の
研
究
水
準
に
お
い
て
は
む
つ
か
し
く
、
と
り
あ
え
ず
は
断
片
的
な
ま
ま
で
確
認

す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
簡
単
な
メ
モ
ワ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

「
公
儀
」
と
称
す
る
首
里
王
府
を
構
成
す
る
頂
点
に
あ
る
の
は
、
薩
摩
の
命
令
で
こ
の
当
時
「
国
司
」
と
称
し
た
国
王
で
あ
っ
た
。

国
司
を
補
佐
す
る
の
は
羽
地
自
身
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
摂
政
（
一
人
）
で
あ
り
、
そ
の
下
に
三
司
官
（
一
一
一
人
）
が
い
た
。
三
司
官
の
就

任
手
続
き
の
改
革
を
命
じ
た
文
書
（
｜
文
書
）
に
、
「
家
老
の
儀
は
感
惣
に
て
御
座
候
え
ば
」
と
あ
る
の
で
、
三
司
官
を
「
御
国
元
」

同
時
に
ま
た
「
日
琉
同
祖
論
」
の
主
張
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
知
念
・
久
高
の
祭
礼
は
開
闘
当
初
か
ら
ァ
・
プ
リ
オ
リ
な
も
の
と
し
て
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
琉
球
の
歴
史
過
程
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
歴
史
過
程
上
の
具
体
的
な
問
題
と
し
て
琉
球
の

「
人
生
」
が
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
日
琉
同
祖
論
」
は
彼
の
政
策
か
ら
孤
立
し
て
存
在
す
る
論
理
な
の
で
は
な
く
、
不
可
侵
の
神
話
を
批
判
し
、
知
念
・

久
高
の
祭
礼
を
刷
新
す
る
た
め
の
羽
地
の
政
策
を
支
え
る
認
識
体
系
の
一
角
で
あ
る
。
こ
の
理
解
を
欠
く
と
、
羽
地
の
「
日
琉
同
祖
論
」

を
め
ぐ
る
解
釈
は
史
料
の
つ
ま
象
食
い
に
堕
し
て
し
ま
う
。

こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が
、
羽
地
に
よ
る
改
航
以
前
に
お
い
て
は
知
念
・
久
商
の
祭
礼
に
国
王
が
み
ず
か
ら
出
席
し
て
い
た

こ
と
、
そ
の
祭
礼
は
關
關
神
話
に
基
づ
く
「
旧
規
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
行
幸
を
と
も
な
う
格
別
な
祭
礼
で
あ
る
た
め
に

「
御
物
」
よ
り
の
出
没
は
も
と
よ
り
島
尻
・
中
頭
の
百
姓
に
も
負
担
の
か
か
る
大
祭
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
事
情
が
確
認
で
き
る
。

二
職
制
・
位
階
・
筋
目
の
状
況
に
つ
い
て
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地
頭
所
や
知
行
を
持
つ
エ
リ
ー
ト
層
は
「
地
頭
持
」
「
地
頭
衆
」
「
知
行
持
衆
」
と
呼
ば
れ
、
地
頭
持
に
は
「
惣
地
頭
」
「
脇
地
頭
」

の
区
別
が
す
で
に
あ
っ
た
。
按
司
ク
ラ
ス
は
按
司
衆
・
按
司
部
、
親
方
ク
ラ
ス
は
親
方
部
と
呼
ば
れ
た
。
「
黄
八
巻
」
ク
ラ
ス
は
す
で

に
肩
書
に
「
親
雲
上
」
を
使
用
し
て
い
る
。
「
首
里
侍
衆
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
「
諸
人
筋
目
の
儀
、
公
儀
し
か
と
あ
い

知
ら
ず
候
あ
い
だ
、
お
の
お
の
系
図
仕
り
、
差
し
出
さ
る
べ
く
候
」
二
五
文
識
）
と
い
う
有
名
な
指
示
と
あ
わ
せ
て
推
測
す
る
と
、

後
に
士
身
分
と
し
て
確
定
さ
れ
る
身
分
上
の
萌
芽
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
普
代
筋
目
之
衆
」
「
諸
間
切
衆
中
」

（
「
田
舎
衆
中
」
と
も
）
「
新
参
之
衆
」
と
い
う
筋
目
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
羽
地
に
よ
る
格
付
け
の
改
正
が
行
わ
れ

（
薩
摩
）
の
家
老
相
当
の
職
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
摂
政
・
三
司
官
の
下
に
は
物
奉
行
と
同
奉
行
の
取
次
役
・
吟
味
役
が

お
り
、
ま
た
、
物
奉
行
に
匹
敵
す
る
「
申
口
座
衆
」
が
存
在
し
た
。
首
里
王
府
を
構
成
す
る
二
大
部
門
と
し
て
後
世
の
史
料
で
明
確
と

な
る
物
奉
行
方
と
申
口
方
は
す
で
に
羽
地
段
階
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

王
府
機
関
と
し
て
鎖
之
側
・
平
等
之
側
・
泊
地
頭
・
宮
古
蔵
の
名
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
山
奉
行
・
木
奉
行
・
普
請
奉
行
・
貝
摺
奉

行
・
鍛
冶
〈
加
治
）
奉
行
・
石
（
石
切
）
奉
行
・
瓦
奉
行
・
螺
赤
頭
奉
行
・
金
奉
行
な
ど
の
現
業
部
門
の
機
関
名
も
登
場
す
る
。
古
琉

球
期
の
碑
文
に
「
奉
行
」
（
国
王
頌
徳
碑
Ⅱ
か
た
の
は
な
の
碑
文
、
添
継
御
門
の
南
の
碑
文
、
君
誇
之
欄
干
之
記
）
、
「
ぶ
ぎ
や
う

（
奉
行
）
」
（
屋
良
座
森
城
の
碑
文
、
浦
添
城
の
前
の
碑
文
）
の
例
が
、
近
世
初
頭
の
浦
添
よ
う
ど
れ
の
碑
文
に
「
そ
う
ぶ
ぎ
や
う

く
総
奉
行
）
」
「
い
し
ぶ
ぎ
や
う
（
石
奉
行
）
」
と
あ
る
の
で
、
奉
行
と
い
う
職
は
古
流
球
以
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
王

府
関
係
の
職
制
と
し
て
、
書
院
之
親
方
・
三
司
官
与
力
・
検
者
・
代
官
・
大
与
頭
・
小
与
頭
・
平
等
之
大
屋
子
・
平
等
之
大
屋
子
筆
者
・

親
見
世
筆
者
・
久
米
村
若
秀
才
、
下
職
で
あ
る
花
当
・
当
若
里
之
子
・
小
赤
頭
、
技
術
職
で
あ
る
細
工
人
、
そ
れ
に
百
姓
よ
り
立
て
魁

か
れ
た
と
い
う
時
之
大
屋
子
の
名
が
見
え
る
。
地
方
役
人
と
し
て
は
「
さ
ば
く
り
」
・
地
頭
代
・
首
里
大
屋
子
・
大
徒
が
登
場
し
て
い

デ（ロ◎
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ろ
ま
で
は
こ
の
三
者
の
座
構
え
上
の
席
順
は
年
長
優
先
制
で
あ
っ
た
。

筋
目
を
明
確
に
に
す
る
目
的
で
系
図
の
作
成
と
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
層
を
仮
に
「
士
」
と
呼
ぶ
と
、
「
士
」
に
は
町
方
居

住
の
者
（
「
普
代
筋
目
之
衆
」
「
新
参
之
衆
」
）
と
農
村
居
住
の
者
（
「
諸
間
切
衆
中
」
「
川
舎
衆
中
」
）
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
「
諸
間
切
」
「
田
舎
」
の
「
土
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
首
里
侍
衆
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
町
方
居
住
の

「
士
」
、
特
に
「
新
参
之
衆
」
に
は
「
細
工
上
り
」
や
「
町
方
上
り
」
「
内
化
り
」
と
呼
ば
れ
る
者
が
い
た
ら
し
い
。

一
文
灘
の
一
節
に
、
「
国
司
兄
弟
衆
之
家
老
」
職
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
従
来
は
「
役
人
衆
」
か
ら
こ
れ
を
充
て
て

い
た
が
、
そ
れ
で
は
「
国
司
方
、
大
方
ま
か
り
成
り
候
あ
い
だ
、
座
敷
衆
よ
り
老
人
づ
っ
、
家
老
承
り
し
か
る
べ
き
由
」
と
あ
る
。

「
役
人
衆
」
は
「
国
司
方
」
（
王
府
行
政
）
に
専
念
す
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
を
「
家
老
」
と
す
る
こ
と
は
止
め
て
「
座

敷
衆
」
の
な
か
か
ら
任
用
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
役
人
衆
」
は
明
ら
か
に
現
職
の
者
、
「
座
敷
衆
」
は
非
就
職
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
位
階
制
に
関
し
て
は
当
衆
・
当
位
衆
、
勢
頭
衆
・
勢
頭
位
衆
・
勢
頭
筑
登
之
、
引
之
筑
登
之
た
、
三
番
之
勢
頭
筑
登
之
、

睡
敷
衆
、
筑
登
之
衆
、
若
里
之
子
座
、
家
来
赤
頭
な
ど
の
名
が
登
場
す
る
。

王
家
や
御
内
原
に
か
か
わ
る
例
と
し
て
は
、
妃
・
后
、
「
御
手
掛
之
衆
」
と
し
て
の
「
あ
ご
も
し
ら
れ
」
、
「
女
按
司
衆
」
が
お
り
、

御
用
を
弁
ず
ろ
女
官
大
勢
頭
部
、
「
供
之
あ
む
し
ら
れ
た
」
「
あ
む
し
ら
れ
た
」
「
あ
が
ま
た
」
の
名
が
登
場
す
る
。
国
王
の
近
親
者

と
し
て
は
国
司
兄
弟
衆
・
国
司
妹
達
・
弟
部
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
神
女
と
し
て
聞
得
大
君
や
「
ぬ
る
く
も
ひ
」
の
名
が
挙
が
っ
て

お
り
、
王
家
の
家
政
機
関
で
あ
る
大
美
御
殿
の
名
も
見
え
る
。

荷
皿
城
は
政
治
・
行
政
の
場
と
し
て
の
王
府
空
間
と
国
王
の
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
内
宮
空
間
に
大
別
さ
れ
る
が
（
「
京
の
内
」
な

ど
の
祭
祀
空
間
が
こ
れ
と
は
別
に
存
在
す
る
）
、
『
羽
地
仕
置
』
は
前
者
を
「
表
」
、
後
者
を
「
内
証
」
「
内
証
方
」
と
呼
ん
で
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
諸
制
度
の
な
か
に
は
古
流
球
よ
り
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
近
世
に
な
っ
て
初
め
て
創
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『
羽
地
仕
置
』
の
文
言
に
直
接
的
に
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
文
章
論
理
の
追
求
を
通
じ
て
歴
史
の
具
体
相
を
展
望
で
き
吟
３１

る
場
合
も
あ
る
。
声
」
れ
に
関
す
る
若
干
の
事
例
を
提
示
し
て
ふ
た
い
。

一
四
文
書
に
、
「
里
主
所
替
わ
り
合
い
の
刻
、
田
方
は
前
々
よ
り
種
子
蒔
き
限
り
に
て
候
え
ど
も
、
こ
の
節
、
正
月
限
り
、
当
地
頭

へ
あ
い
渡
す
べ
く
候
。
も
っ
と
も
、
種
子
蒔
き
、
田
栫
え
入
め
等
は
、
あ
い
返
す
べ
き
こ
と
」
と
い
う
指
示
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に

続
く
条
文
に
「
地
頭
所
、
畠
作
に
荻
植
え
付
け
置
き
候
は
ば
、
焼
き
取
り
し
た
い
、
当
地
頭
へ
あ
い
渡
す
べ
し
。
上
納
の
半
分
は
前
地

頭
、
出
す
べ
き
の
こ
と
」
と
あ
る
。
「
里
主
所
」
を
「
地
頭
所
」
と
言
い
換
え
て
い
る
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
く
里
主
所
と
地
頭
所
は

同
じ
も
の
で
あ
る
。
「
里
主
所
替
わ
り
合
い
の
刻
」
と
は
、
Ａ
と
い
う
里
主
所
の
領
有
者
が
Ｂ
地
頭
か
ら
Ｃ
地
頭
に
代
わ
る
場
合
を
い

う
。
領
有
者
が
代
わ
る
Ａ
里
主
所
Ⅱ
地
頭
所
は
田
の
場
合
も
あ
れ
ば
畠
の
場
合
も
あ
っ
た
。

田
の
場
合
、
「
里
主
所
替
わ
り
合
い
の
刻
」
は
前
々
か
ら
稲
の
「
種
子
蒔
き
」
時
分
ま
で
と
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
変
更
し
て

一
律
に
正
月
限
り
で
Ｂ
か
ら
Ｃ
に
移
転
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
。
Ｃ
が
領

立
さ
れ
制
度
も
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
特
定
で
き
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
古
琉

球
よ
り
す
で
に
存
在
し
て
い
る
が
史
料
的
制
約
に
よ
っ
て
特
定
が
困
難
な
制
度
も
あ
る
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

『
羽
地
仕
置
』
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
刷
新
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
旧
習
や
旧
例
、
た
と
え
ば
「
内
証
方
」
の
「
女
衆
」
に
か
か
わ

る
も
の
、
あ
る
い
は
格
付
け
や
座
構
え
が
不
分
明
な
位
階
・
役
職
に
か
か
わ
る
も
の
は
前
代
、
す
な
わ
ち
古
琉
球
か
ら
存
続
し
た
と
推

定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
証
は
今
後
の
地
道
な
研
究
を
ま
つ
し
か
な
い
。

三
土
地
制
度
の
展
望
に
つ
い
て



一
四
文
書
で
注
目
し
た
い
の
は
、
里
主
所
Ⅱ
地
頭
所
が
帳
癬
上
に
記
峨
さ
れ
た
名
目
上
の
土
地
で
は
な
く
、
明
確
に
具
体
的
な
耕
地

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
な
耕
地
と
し
て
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
稲
を
植
え
キ
ビ
を
栽
培
す
る
こ
と
な
ど
は
不
可

能
で
あ
る
。
す
で
に
論
破
さ
れ
て
い
る
里
主
所
Ⅱ
シ
マ
全
体
説
（
渡
口
真
情
）
に
止
め
を
刺
す
事
実
で
あ
ろ
う
。

『
羽
地
仕
臘
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
三
文
醤
は
、
仕
明
政
策
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
羽
地
は

そ
の
文
書
の
な
か
で
惣
地
頭
・
脇
地
頭
に
対
し
、
「
領
分
中
、
仕
明
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
は
明
け
ら
れ
る
べ
く
候
」
と
、
積
極
的
に
耕

地
開
墾
を
奨
励
し
て
い
る
。
仕
明
が
成
就
し
た
場
合
に
は
王
府
に
報
告
す
る
こ
と
、
王
府
か
ら
開
発
現
地
に
「
検
者
」
が
派
過
さ
れ
確

認
の
う
え
で
「
子
孫
、
永
々
の
高
に
召
し
な
し
、
下
さ
る
べ
く
候
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
は
重
要
で
あ
る
。
地
頭
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
里
主
所
Ⅱ
地
頭
所
は
、
そ
れ
が
国
王
に
よ
っ
て
当
人
に
充
て
が
わ

れ
て
い
る
あ
い
だ
は
そ
の
地
頭
が
領
有
で
き
る
が
、
し
か
し
、
「
里
主
所
替
わ
り
合
い
」
が
あ
る
の
で
あ
り
、
彼
の
子
々
孫
々
に
永
代

相
続
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
地
頭
の
領
分
で
あ
る
間
切
あ
る
い
は
村
の
な
か
か
ら
一
定
の
地
所
を
特
定
し
て
、
そ
れ

を
仕
明
し
た
場
合
に
は
そ
の
耕
地
は
彼
の
私
的
所
有
と
な
り
、
子
々
孫
々
に
永
代
相
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
里
主

所
Ⅱ
地
頭
所
は
私
的
に
所
有
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
仕
明
地
の
場
合
は
私
的
に
所
有
さ
れ
、
相
続
さ
れ
、
あ
る
い

有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Ａ
里
主
所
（
水
田
）
に
は
Ｂ
の
手
で
種
子
が
蒔
か
れ
、
田
栫
え
が
す
で
に
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
要
し
た
費

用
を
ど
う
処
理
す
る
か
が
当
然
問
題
と
な
る
。
羽
地
の
改
革
で
は
、
Ｂ
が
負
担
し
た
種
子
蒔
き
や
田
栫
え
の
「
入
め
」
（
費
用
）
は
Ｃ

が
Ｂ
に
払
う
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
畠
の
場
合
に
そ
こ
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
す
で
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
新
し
い

領
有
者
は
そ
れ
を
収
穫
し
て
黒
砂
糖
と
し
前
の
領
有
者
に
渡
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
砂
糖
に
か
か
る
上
納
の
半

分
は
前
の
領
有
者
の
負
担
と
し
て
い
る
（
残
り
の
半
分
は
新
し
い
領
有
者
の
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
こ
の
文
章
で
は
か
な
ら

Ｆ
髭
Ｊ
１
。
心
５
ｋ
Ｅ
、
一
○

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
）
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羽
地
に
よ
っ
て
本
格
的
に
始
ま
る
仕
明
政
策
以
前
は
、
財
産
と
し
て
相
続
さ
れ
売
買
も
可
能
な
耕
地
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
地
頭
が

領
有
す
る
「
替
わ
り
合
い
」
を
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
里
王
所
Ⅱ
地
頭
所
や
、
相
続
・
売
買
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
百
姓
地
が
存
在
し

た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
他
の
史
料
（
古
琉
球
辞
令
書
な
ど
）
が
教
え
る
知
識
、
た
と
え
ば
オ
エ
カ
地
や
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
な
ど
同
様
に

相
続
さ
れ
ず
売
買
も
ま
た
さ
れ
な
い
特
定
公
職
に
付
帯
す
る
給
地
の
存
在
を
念
頭
に
陵
く
と
き
、
琉
球
の
土
地
制
度
は
古
琉
球
以
来
の

公
的
所
有
の
土
地
が
す
べ
て
で
あ
り
、
私
的
所
有
地
は
羽
地
の
仕
明
政
策
が
登
場
す
る
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

公
的
所
有
の
一
角
を
な
し
た
は
ず
の
百
姓
地
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
里
主
所
や
オ
エ
カ
地
、
ノ
ロ
ク
モ
イ

し
て
永
く
私
有
で
き
な
い
耕
地
、

姓
地
」
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
上

は
じ
め
て
成
り
立
つ
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
は
通
常
の
史
料
解
釈
の
範
囲
で
し
か
な
い
。
問
題
は
そ
の
先
を
ど
う
読
む
か
に
あ
る
。
百
姓
仕
明
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
の
背
景
に
横
た
わ
る
の
は
、
里
主
所
Ⅱ
地
頭
所
と
同
様
に
私
的
所
有
が
排
除
さ
れ
、
相
続
も
売
買
も
不
可
能
な
耕
地
を
百
姓
も

ま
た
一
定
条
件
の
も
と
で
保
有
し
て
い
る
と
い
う
事
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
定
期
間
は
保
有
で
き
る
が
、
し
か
し
個
人
財
産
と

し
て
永
く
私
有
で
き
な
い
耕
地
、
こ
の
土
地
の
こ
と
を
『
羽
地
仕
置
』
は
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
後
世
の
史
料
に
登
場
す
る
「
百

姓
地
」
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
つ
ま
り
、
『
羽
地
仕
置
』
が
述
べ
る
百
姓
仕
明
の
問
題
は
、
百
姓
地
の
存
在
を
前
提
に
し
て

は
売
買
可
能
な
財
産
に
当
た
る
こ
と
を
こ
の
条
文
は
明
快
に
教
え
て
い
る
。

右
に
続
く
条
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
お
の
お
の
淡
中
百
姓
に
て
も
、
仕
明
し
だ
い
、
地
頭
へ
申
し
出
、
地
頭
よ
り
公
儀

へ
申
し
出
ら
る
べ
く
侯
。
左
候
は
ば
、
百
姓
へ
永
々
下
さ
る
べ
き
こ
と
」
。
つ
ま
り
、
地
頭
領
分
の
間
切
あ
る
い
は
村
の
百
姓
に
お
い

て
も
仕
明
は
可
能
で
あ
り
、
開
墾
に
つ
い
て
は
地
頭
を
通
じ
て
王
府
に
報
告
す
れ
ば
、
確
認
の
う
え
そ
の
百
姓
に
「
永
々
下
さ
る
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
百
姓
も
ま
た
私
的
所
有
の
耕
地
、
言
い
換
え
る
と
相
続
ざ
れ
売
買
も
自
由
な
財
産
を
蓄
積
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
推
論
を
重
ね
る
と
、
眼
前
に
浮
上
す
る
問
題
は
「
地
割
制
度
」
の
こ
と
で
あ
る
。
百
姓
地
を
「
替
わ
り
合
い
」
で
運
用
す

る
た
め
に
は
、
百
姓
の
場
合
に
は
地
頭
や
オ
エ
カ
人
・
ノ
ロ
な
ど
の
よ
う
な
人
事
異
動
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
替
わ
り
合

い
」
の
原
則
が
不
可
欠
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
想
定
で
き
る
の
は
、
個
々
の
百
姓
が
保
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
利
害
を
調
整
し
つ
つ
、

一
定
の
方
式
に
基
づ
い
て
「
替
わ
り
合
い
」
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
地
割
」
し
か
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
『
羽
地
仕
置
』
が
伝
え
る
仕
明
政
策
は
、
十
七
世
紀
六
○
年
代
末
か
ら
七
○
年
代
初
期
に
お
い
て
、

百
姓
地
の
存
在
と
そ
れ
の
「
替
わ
り
合
と
方
式
と
し
て
の
「
地
割
制
度
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
論
理
的
に
解
釈

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『
羽
地
仕
置
』
は
間
接
的
な
が
ら
、
「
地
割
制
度
」
が
古
流
球
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
史
料
の
一
つ
、
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

地
な
ど
の
公
職
に
付
帯
す
る
給
地
が
夫
造
、
す
な
わ
ち
古
琉
球
で
は
ス
カ
マ
と
い
う
単
位
で
計
ら
れ
た
労
働
の
徴
発
に
よ
っ
て
耕
作
さ

れ
て
い
た
の
に
対
し
、
百
姓
地
の
場
合
は
一
体
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

里
主
所
と
同
様
に
オ
エ
カ
地
や
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
の
場
合
も
ま
た
「
替
わ
り
合
い
」
、
す
な
わ
ち
人
事
異
動
に
と
も
な
う
領
有
者
の
変

更
が
常
に
存
在
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う
な
方
式
で
、
百
姓
地
も
ま
た
運
営
さ
れ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
百
姓
地

は
相
続
さ
れ
ず
売
買
も
さ
れ
な
い
公
的
所
有
の
土
地
で
あ
り
、
百
姓
間
で
の
「
替
わ
り
合
い
」
を
不
可
欠
な
前
提
と
し
て
い
た
は
ず
だ

か
ら
だ
。

、

『
羽
地
仕
置
』
は
、
さ
●
ま
ざ
・
ま
な
関
心
で
読
」
ま
れ
る
べ
き
史
料
で
あ
る
。
私
の
場
合
は
古
琉
球
像
を
展
望
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て

む
す
び
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読
ん
で
み
た
が
、
羽
地
路
線
の
政
策
分
析
の
た
め
の
対
象
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世
琉
球
の
形
成
過
程
を
探
る
史
料
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
大
事
な
点
は
、
『
羽
地
仕
置
』
が
帯
び
る
論
理
に
即
し
て
読
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
抜
き

に
、
『
羽
地
仕
置
』
に
多
く
の
こ
と
を
語
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

私
の
読
み
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
。
誤
読
や
曲
解
が
多
々
含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
点
を
厳
し
く
指
摘
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

二
九
九
九
年
八
月
九
日
穂
）
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